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背  景  

特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ て い る ヌ ー ト リ ア 1 ) は 、 2 0 0 0 年 以

降 に 、 西 日 本 で 急 速 に 分 布 拡 大 し て い る 。 山 口 市 で は 、 個 体

数 管 理 の た め の 捕 獲 を 実 施 し て お り 、 年 間 約 4 0 0 頭 を 駆 除 し

て い る 。 こ の た め 、 農 業 被 害 の 拡 大 や 治 水 上 の 問 題 、 生 態 系

の 攪 乱 が 懸 念 さ れ て い る 。  

 

目  的  

捕 獲 お よ び 防 護 技 術 の 向 上 を 図 る た め 、 動 物 に 記 録 計 を 装

着 し て 集 め た デ ー タ を 用 い た 行 動 調 査 手 法 で あ る バ イ オ ロ ギ

ン グ を 用 い て 行 動 生 態 を 明 ら か に す る 。  

 

成  果  

１  捕 獲 数 に よ る 生 息 状 況 の 把 握  

(1)  生 息 分 布 は 、 椹 野 川 流 域 の 全 体 に 分 散 し て い る （ 図 １ ） 。  

(2)  月 別 の 捕 獲 数 は 、 ５ ～ ９ 月 の 夏 期 は 捕 獲 頭 数 が 少 な く 、 11～ ３

月 の 冬 期 が 特 に 多 か っ た （ 図 ２ ） 。  

 

２  バ イ オ ロ ギ ン グ に よ る 行 動 生 態 の 把 握  

捕 獲 し た 個 体 の 背 中 に 、 Ｇ Ｐ Ｓ お よ び ３ 軸 加 速 度 の 計 測 機 器 を 装

着 し 放 逐 し た 。  

(1)  行 動 範 囲 は 、 雌 が １ ㎞ 、 雄 は ３ ㎞ で あ っ た （ 図 ３ ） 。  

(2)  行 動 時 間 の 割 合 に 、 雄 雌 の 差 は な く 、 陸 上 休 息 が 最 も 長 か っ た

（ 図 ４ ） 。  

 

３  カ メ ラ ト ラ ッ プ に よ る 餌 の 嗜 好 性 比 較  

５ 種 類 の 餌 を 一 対 で 比 較 し 、 嗜 好 性 の 順 位 付 け を し た 。  

( 1 )  餌 は す べ て 夜 間 に 採 食 さ れ 、 餌 の 嗜 好 性 に は 明 確 な 差 が

あ っ た （ 図 ７ ） 。  

( 2 )  嗜 好 性 は 、 キ ャ ベ ツ ＞ ニ ン ジ ン ＞ ダ イ コ ン ＞ コ メ ヌ カ ≒

ヘ イ キ ュ ー ブ の 順 に 強 か っ た （ 表 １ ） 。 観 察 評 価 か ら 、

コ メ ヌ カ と ヘ イ キ ュ ー ブ は 、 餌 と し て 適 さ な か っ た 。  

 
脚 注   1 ) ヌ ー ト リ ア ： ネ ズ ミ 目 ヌ ー ト リ ア 科 ヌ ー ト リ ア 属 の 小 型 哺 乳

類 、 草 食 性 で 農 作 物 を 食 害 す る 。 戦 前 か ら 戦 後 に か け て 毛 皮 資
源 と し て 南 米 か ら 導 入 さ れ た 。  



図 １  椹 野 川 で の 捕 獲 数 / 1 0 0 日 罠  図 ２  捕 獲 数 の 月 別 推 移  

 （ 円 ： わ な 設 置 場 所 、 数 字 ： 捕 獲 数 ）  

 

図 ３  椹 野 川 に お け る 雄 と 雌 の 行 動 範 囲 の 比 較  

（ 計 測 期 間 ： ２ 週 間 ）  

 

 

図 ４  行 動 の 分 類 と 時 間 割 合  

（ 個 体 番 号 ： Ｍ ＝ 雄 、 Ｆ ＝ 雌 ）  
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図 ５  餌 の 嗜 好 度 と 採 餌 行 動 の 時 系 列  

   （ 縦 軸 ： 餌 の 嗜 好 度 、 横 軸 ： 日 時 （ ２ 時 間 単 位 ） ）  

 

表 １  餌 の 嗜 好 性 の 一 対 比 較 分 析  

（ 嗜 好 度 の 差 ： 主 か ら 対 照 を 引 い た 値 ）  

 

 


